
シリーズ防災シリーズ　№12
　

災
害
の
発
生
か
ら
72
時
間
が
、
生
存

者
を
救
助
で
き
る
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
な
災
害
時
に
は
、
消
防
車
や

救
急
車
が
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
時
は
、

隣
近
所
が
大
き
な

力
に
な
り
ま
す
。

阪
神
淡
路
大
震
災

で
は
生
還
し
た
人

の
う
ち
、
約
60
㌫

が
家
族
や
隣
近
所

に
助
け
ら
れ
た
人

で
し
た
。

　

地
域
み
ん
な
で

助
け
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

良
好
な
ご
近
所
づ
き
あ
い
が
防
災
の
備

え
の
第
一
歩

　

日
ご
ろ
か
ら
隣
近
所
と
交
流
し
、
良

好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。自
分
で
で
き
る
こ
と
・

で
き
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、﹁
必

要
な
支
援
﹂
を
周
囲
に
伝
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

地
域
で
開
催
さ
れ
る
行
事
や
防
災
訓
練

な
ど
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　

地
域
で
開
催
さ
れ
る
行
事
に
参
加

し
、
地
域
と
良
好
な
関
係
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
防
災
訓
練
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
災
害
が
発

生
し
た
と
き
に
、

ど
の
よ
う
な
行

動
を
と
れ
ば
よ

い
か
、
日
ご
ろ

か
ら
考
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

地
域
で
危
険
箇
所
の
点
検
・
確
認
を
し

ま
し
ょ
う

　

災
害
が
起
こ
っ
た
際
に
、
地
域
に
ど

の
よ
う
な
危
険
が
潜
ん
で
い
る
か
を
み

ん
な
で
確
認
し
、
情
報
の
共
有
を
図
り

ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、

地
域
で
起
こ

り
う
る
危
険

に
対
し
、
ど

う
対
処
し
た

ら
よ
い
か
一

緒
に
考
え
、

備
え
に
取
り

組
み
ま
し
ょ

う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

危
機
管
理
課　

☎
㉔
１
７
４
２

地
域
の
力
を
合
わ
せ
て
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

文化財
木造十一面観音立像　 1躯

く

国指定重要文化財（彫刻）
瑞
ずい

龍
りょう

寺
じ

所有

　本像は、肱川河口左岸の沖浦地区に位置する
瑞龍寺に安置され、毎年 4 月17日にのみ御開帳
される仏像です。
　もともとは、平清

き よ も り

盛の娘が父の菩提を弔
とむら

うた
め、下関（山口県）の阿弥陀寺から清

せ い

盛
じょう

寺（内子町）
に寄進したものです。その後、盤

ば ん

珪
け い

永
よ う

琢
た く

の手を
経て、大洲藩 3 代藩主加藤泰

や す

恒
つ ね

が現寺に祀
ま つ

った
と伝えられています。
　高さ 1 ｍ６3㎝にもなる一木造の立像は、やや
長い端麗な面相で、写実的な美しいプロポーシ
ョンをとっていて、藤原時代（平安時代）初期
の作品の特徴をよく表しています。作家の井上
靖
やすし

さんは、若き新聞記者時代（昭和15年）に本
像と出会って以来、十一面観音の美しさに魅せ
られたと約30年後に著した「美しきものとの出
会い」に記しています。
　平成27年度、瑞龍寺では国の補助金を活用し
て、貴重な文化財を盗難や災害から守るための
防災施設事業が実施されました。

（大正元年 ９ 月 3 日指定）

野　鳥

タヒバリ（田雲雀）
スズメ目　セキレイ科
全長16㎝

　タヒバリは、広い畑や田んぼで越冬している
セキレイの仲間です。ヒバリの名前が付いてい
ますが、全くの別種で、ヒバリによく似ている
ため、名前が付けられたようです。しかし、お
尻を上下に振りながら餌を捕っているしぐさは、
セキレイそっくりです。
　開けたすみかには隠れる場所がないため、と
ても地味な色合いをしていますが、繁殖地に帰
る 4 月ころには、足や胸の一部がほんのり赤み
を帯びて、夏羽にドレスアップします。
　また、同じような仲間も多くいて、渡りの季
節に注意していると、思わぬ珍客に出会う可能
性もあります。
　隙間産業という言葉がありますが、まさに自
然界はそのもので、他の種類や生き物と競合し
ない独自の生き方で繁栄してきました。先詰ま
り感がある現代、人間社会も見習う事は必ずあ
るような気がします。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟
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シリーズ

★

★

おおずの女性 ～輝いて今～

えひめ国体・えひめ大会を盛り上げよう
　今年は、えひめ国体の競技別リハーサル大会が開催されます。平成2９年に開催されるえひめ国体に向けた
リハーサル大会として、大洲市開催競技の各競技会が開催されます。全国各地からたくさんの選手、監督、
役員が来県します。精一杯のおもてなしでお迎えし、競技会運営だけでなく、花いっぱい運動やクリーン活
動なども行いながら、市民総参加でえひめ国体・えひめ大会を成功させましょう。

平成28年開催　第72回国民体育大会競技別リハーサル大会

ソフトテニス

7 月30日㈯～31日㈰

大 会 名 全日本実業団ソフトテニス選手権大会（女子第６0回）

大会内容
　実業団の女子1６～18チーム（ 1 チーム10人程度）の選手・
監督が参加します。試合は、ダブルス 3 ペアを 1 チームと
する団体戦で争われます。

競技会場 八幡浜・大洲地区運動公園テニスコート

ソフトボール

９ 月17日㈯～1９日㈪

大 会 名 第６2回全日本総合男子ソフトボール選手権大会

大会内容
　実業団・クラブ・教員・大学の男子32チーム約800人の
選手・監督が参加します。八幡浜市との共同開催で、大洲
市では、全31試合中 7 試合が行われます。

競技会場 八幡浜・大洲地区運動公園野球場

カヌースプリント

11月 5 日㈯～ ６ 日㈰

大 会 名 西日本カヌースプリント大会

大会内容
　四国・中国・九州・近畿ブロック（中学 2 年生から高校
3 年生）の選手・監督約170人が参加します。男子 4 種目、
女子 3 種目が行われます。

競技会場 鹿野川湖特設カヌー競技場

今
こ
そ
女
性
活
躍
の
時　
～
大
洲
市
連
合
婦
人
会
大
会
～

　

平
成
27
年
度
大
洲
市
連
合
婦
人
会
大

会
が
３
月
３
日
㈭
、
肱
南
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
好
康や

す

子こ

会
長
は
﹁
現
在
、
男
女
共

同
参
画
の
機
運
が
高
ま
り
、
女
性
の
活

躍
機
会
が
増
え
て
い
る
。
地
域
に
密
着

し
た
活
動
を
続
け
て
き
た
私
た
ち
婦
人

会
の
活
動
が
、地
方
創
生
と
相
ま
っ
て
、

ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
思
う
。
女
性

な
ら
で
は
の
感
性
を
生
か
し
、
今
後
も

み
な
さ
ん
と
力
強
く
歩
ん
で
い
き
た

い
﹂
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

連
合
婦
人
会
各
部
に
よ
る
27
年
度
事

業
報
告
の
後
、
大
成
婦
人
会
か
ら
地
域

に
お
け
る
婦
人
会
活
動
に
つ
い
て
、
大

洲
婦
道
会
か
ら
は
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に

対
す
る
研
究
発
表
と
研
究
協
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
酒
井
史し

朗ろ
う

南
予
教
育
事
務

所
社
会
教
育
課
長
に
よ
る
﹁
今
こ
そ
、

婦
人
会
の
出
番
で
す
！
﹂
と
題
し
た
記

念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。講
演
で
は
、

婦
人
会
活
動
が
認
知
症
予
防
、
子
ど
も

の
命
を
守
る
こ
と
、
家
庭
教
育
や
婚
活

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
有
効
で
あ
る

と
の
話
が
あ
り
、
会
員
は
婦
人
会
活
動

の
あ
り
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

　

お
よ
そ
１
２
０
人
が
参
加
し
た
会
場

か
ら
は
時
折
笑
い
声
も
上
が
り
、
終
始

温
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
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シリーズ
青年海外協力隊　藤本　顕

あき

允
まさ

　さん
ンダンクンダンク※ ＪＩＣＡセネガル通信　№ 4
※ウォロフ語で「少しづつ」の意味

　 3 月2６日㈯、えひめいやしの南予博201６のオープニ
ングイベントが行われました。今後行われるイベント
をまとめたサイトも立ち上がり、随時情報が更新され
る予定です。
　大洲市実行委員会では、「おおず◯◯◯　みつけに
きませんか…セピア色の風景」をキャッチコピーに、
イベントを行う予定です。大洲以外の各地域でも、さ
まざまなイベントが実施され、今、南予が注目されて
います。

大洲商工会議所青年部　大洲ご当地クイズ
【先月号のクイズの解答・解説】
　鹿野川ダム洪水吐

ば き

トンネルフリーウォーキングの
参加者は、何人だったでしょうか。

①　およそ800人
②　およそ1,000人
③　およそ1,200人

解答…③
解説…鹿野川ダム洪水吐トンネルフリーウォーキン
グには、市内の人はもちろんですが遠くは北海道や
神奈川県から来た人もいたそうです。順番待ちの行
列は200ｍ近くに達し、入場まで約 2 時間の待ち時間
が生じました。
　工事の関係上、今後、トンネル内に入ることは難
しいということですが、
鹿野川ダムでは随時見学
会を実施しているそうな
ので、今しか見られない
工事現場を、ぜひ見に行
ってみてはいかがでしょ
うか。

【今月のクイズ】
　えひめいやしの南予博大洲編
の「おおず◯◯◯　みつけにき
ませんか…セピア色の風景」の
◯○○に入る言葉は何でしょう
か。

①　華回廊
②　ものがたり
③　いやし旅

※ 今月のクイズの答えは、広報大洲 5 月号に掲載します。

　

ア
ッ
サ
ラ
ー
マ
レ
イ
ク
ム
︵
ウ
ォ
ロ

フ
語
で
﹁
こ
ん
に
ち
は
﹂
の
意
味
︶。

青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
西
ア
フ
リ
カ

の
セ
ネ
ガ
ル
で
活
動
し
て
い
る
藤
本
顕

允
で
す
。

　

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
セ
ネ
ガ
ル
で
も

無
事
に
２
０
１
６
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
セ
ネ
ガ
ル
で
の
年
越
し

は
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
も
な
く
淡
々
と

過
ぎ
ま
し
た
。
所
々
で
爆
竹
が
鳴
り
響

い
て
い
ま
し
た
が
、
日
常
と
ほ
ぼ
変
わ

ら
な
い
様
子
だ
っ
た
の
で
拍
子
抜
け
し

ま
し
た
。
前
回
紹
介
し
た
イ
ス
ラ
ム
新

年
︵
タ
マ
ハ
リ
︶
の
方
が
、
現
地
の
人

た
ち
に
と
っ
て
は
﹁
節
目
﹂
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
元
日
に
同
任
地
の
隊
員
と
作

っ
た
お
餅
が
、
セ
ネ
ガ
ル
の
人
た
ち
に

不
評
だ
っ
た
の
は
残
念
で
す
。

セ
ネ
ガ
ル
の
世
界
遺
産

　

現
在
、
セ
ネ
ガ
ル
に
は
７
つ
の
世
界

遺
産
が
あ
り
ま
す
。
休
日
を
利
用
し
て

そ
の
う
ち
の
１
つ
で
あ
る
、
サ
ン
ル
イ

島
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

か
つ
て
セ
ネ
ガ
ル
が
フ
ラ
ン
ス
の
植

民
地
だ
っ
た
時
代
の
建
造
物
が
多
く
残

っ
て
い
て
、
セ
ネ
ガ
ル
に
い
な
が
ら
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
い
る
よ
う
な
感
覚
に
な

り
ま
す
。海
外
か
ら
の
観
光
客
も
多
く
、

セ
ネ
ガ
ル
の
重
要
な
観
光
資
源
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
中
心
地
か
ら
離
れ
る
と
、

い
つ
も
目
に
し
て
い
る
、
に
ぎ
や
か
で

雑
多
な
生
活
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
セ
ネ
ガ
ル
が
同
居

す
る
不
思
議
な
空
間
で
し
た
が
、
自
分

の
任
地
に
帰
っ
て
き
て
ホ
ッ
と
し
た
私

は
、
セ
ネ
ガ
ル
で
の
生
活
に
す
っ
か
り

馴
染
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

ご
飯
の
前
に
は
手
を
洗
お
う

　

村
落
部
の
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る

給
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
合
わ
せ
て
、
給

食
を
作
る
村
の
女
性
と
、
小
学
生
を
対

象
に
手
洗
い
方
法
を
指
導
し
ま
し
た
。

ポ
リ
タ
ン
ク
に
穴
を
開
け
た
だ
け
の
簡

易
な
手
洗
い
装
置
を
作
り
、
せ
っ
け
ん

︵
な
い
場
合
は
炭
︶
を
使
っ
て
手
洗
い

を
す
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

手
洗
い
装
置
が
意
外
に
好
評
で
、﹁
日

本
の
技
術
は
素
晴
ら
し
い
﹂
と
言
っ
て

も
ら
え
ま
し
た
。

世
界
に
飛
び
出
そ
う

　

み
な
さ
ん
も
協
力
隊
と
し
て
海
外
で

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
４
月
１
日
㈮

か
ら
協
力
隊
の
春
募
集
が
始
ま
り
ま

す
。
４
月
10
日
㈰
に
は
、
募
集
説
明
会

も
開
催
さ
れ
ま
す
。
少
し
で
も
興
味
の

あ
る
人
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
愛
媛
デ
ス
ク︵
☎

０
８
９
・
９
１
７
・
５
６
７
８
︶
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

︵
現
地
時
間
２
０
１
６
年
２
月
21
日
・

セ
ネ
ガ
ル
生
活
４
１
２
日
目
︶

手洗い風景
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まちのわだい

春の暖かさを感じました
～第17回しおかぜウォークなのはな大会～

　四国旅客鉄道株式会社松山駅主催の「第17回しおか
ぜウォークなのはな大会」が開催されました。
　この日は、時折強風が吹いたものの、気温は 4 月下
旬並みの暖かい日となりました。
　伊予長浜駅から伊予上灘駅までの1６㎞の行程で、満
開の菜の花を見たり記念撮影をして、ウォーキングを
楽しみました。

3 月 6 日㈰

川面に願いをのせて
～ひな流し～

　肱川・河辺幼稚園児と肱川支部老人クラブによるひ
な流しが、肱川支所裏の河原で行われました。
　園児たち手づくりのひな人形に、それぞれの願いを
込めて川に流しました。
　その後行われた交流会では、みんなでカレーライス
を食べ、輪になっておひなさまの歌を歌い、桃の節句
のお祝いをしました。

3 月 3 日㈭

熱気に満ちあふれる発表
～第35回芸能発表会～

　大洲市文化協会長浜支部主催の第35回芸能発表会が、
長浜ふれあい会館にて開催されました。
　地域内で活動している団体が出演し、歌、踊り、伝
統芸能など21の演目を披露しました。
　プログラムの最後には、出演者と観覧者全員で「大
洲市民の歌～100年後僕らは…大洲より～」を合唱し、
感動のフィナーレとなりました。

2 月21日㈰

ふるさとの懐かしい味を全国へ
～第29回まめいりパック出発式～

　旬を愛する会では、日本中の子どもたちに手作りの
味を食べてほしいという願いを込めて、今年もまめい
りパックを全国に発送しました。
　Ａセットには、まめいり（しょうゆ味・しょうが
入り・のり入り）、クッキー、あま酒が入っています。
Ｂセットには、Ａセットの中身に加えて大洲和紙貝び
なが入れられています。

2 月23日㈫
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おおずニュース

長
年
の
取
り
組
み
に
感
謝
状

　

長
年
に
わ
た
り
ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
を
行
い
、
特
に
顕
著
な
取
り
組

み
が
あ
っ
た
と
し
て
、
大
洲
ジ
ュ
ニ
ア

タ
イ
ガ
ー
ス
︵
藤
枝
飛ひ

ゅ
う雄

馬ま

監
督
・
部

員
16
人
︶
が
ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協

会
︵
東
京
都
︶
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
洲
ジ
ュ
ニ
ア
タ
イ
ガ
ー
ス
で
は
、

平
成
19
年
か
ら
各
家
庭
や
活
動
で
出
た

ア
ル
ミ
缶
や
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
、
雑
誌

の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
で
得
ら
れ
た
収
入

は
、
必
要
な
用
具
の
購
入
な
ど
に
充
て

ら
れ
、
野
球
を
通
じ
て
児
童
の
健
全
育

成
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

伝
統
工
芸
士
に
認
定
証

　

伝
統
工
芸
品
を
手
掛
け
る
優
れ
た
技

術
者
を
顕
彰
す
る
﹁
え
ひ
め
伝
統
工
芸

士
﹂
の
認
定
証
授
与
式
が
、
２
月
18
日

㈭
、
県
庁
で
行
わ
れ
、
有
限
会
社
長
浜

木も
く

履り

工
場
代
表
取
締
役
福
本

已紀と
し

孝た
か

さ

ん
が
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

福
本
さ
ん
は
﹁
今
回
の
認
定
で
、
日

本
の
文
化
で
あ
る
下げ

た駄
が
生
き
残
る
た

め
の
き
っ
か
け
を
も
ら
え
た
こ
と
を
、

大
変
う
れ
し
く
思
う
。
伝
統
を
守
り
な

が
ら
、
新
し
い
事
に
も
挑
戦
し
た
い
。

私
の
認
定
に
よ
り
、
下
駄
を
履
い
て
も

ら
え
る
若
い
人
が
増
え
れ
ば
う
れ
し

い
。
こ
れ
か
ら
も
、
日
本
文
化
の
良
さ

を
伝
え
、
良
い
も
の
を
残
し
て
い
き
た

い
﹂と
喜
び
と
決
意
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　読書感想画中央コンクール入賞
　第27回読書感想画中央コンクールで、平小学校
の向井陽

ひな

葉
は

さん（ 5 年生）が小学校高学年の部で
優秀賞を受賞しました。
　読書感想画コンクールは、読書の感動を絵画で
表現することにより、児童・生徒の読書力、表現
力を養い、読書の活動を振興することを目的とし
ています。
　受賞した向井さんは、「受賞の話を聞いた時は、
とてもびっくりして夢のようだった。受賞はとて
もうれしい。将来、
イラストレーター
か漫画家になりた
いと思っている。
これからも、夢に
向かって、絵の勉
強をしたい」と受
賞の喜びと抱負を
話されました。

　如
にょほう

法寺
じ

の魅力が詰まったガイドブック出版
　 3 月 1 日㈫、如法寺のガイドブック「大洲黎

れい

明
めい

の禅寺　如法寺」が出版されました。

　このガイドブックでは、国指定重要文化財であ

る如法寺の自然や文化遺産を写真で紹介するなど、

如法寺の魅力に迫っています。また、保存修理で

明らかになった特徴や、大洲藩 2 代藩主加藤泰
やす

興
おき

や盤
ばんけい

珪禅
ぜん

師
し

の人物像、エピソードなども掲載され

ています。

　ガイドブックは、 1 冊1,500円で、観光まちづく

り課、各支所、博物館、県内の主要書店、インタ

ーネットで購入するこ

とができます。

【問い合わせ先】
観光まちづくり課

☎24－1717
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おおずニュース

大
洲
市
清
和
園
が
改
築
さ
れ
ま
し
た

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
大
洲
市
清
和
園
の

建
て
替
え
工
事
が
終
了
し
、
２
月
８
日

㈪
、
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

清
和
園
は
、
建
設
か
ら
40
年
以
上
が

経
過
し
、
施
設
の
老
朽
化
や
耐
震
安
全

性
の
問
題
な
ど
に
伴
い
、
平
成
26
年
10

月
か
ら
改
築
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

新
施
設
は
、
大
洲
産
の
木
材
を
使
用

し
た
木
造
一
部
２
階
建
て
、
延
べ
床
面

積
は
、
旧
施
設
の
約
２
・
５
倍
の
２
２

５
２
平
方
㍍
。
旧
施
設
で
は
、
４
畳
半

の
部
屋
を
２
人
で
使
用
し
て
い
ま
し
た

が
、
新
施
設
で
は
、
６
畳
半
の
個
室
が

50
室
あ
り
、
入
所
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
も
配
慮
し
た
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
今
回
は
施
設
内
外
の
完
全
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図
り
ま
し
た
。
ほ
か

に
も
、
地
震
や
火
災
、
土
砂
崩
れ
な
ど

の
災
害
対
策
に
も
力
を
い
れ
て
い
ま

す
。
太
陽
光
発
電
設
備
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

器
具
の
設
置
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ

ー
を
導
入
し
、
地
球
環
境
に
も
や
さ
し

い
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
月
９
日
㈫
午
後
に
は
、
入
所
者
の

み
な
さ
ん
が
仮
設
施
設
か
ら
引
っ
越
し

を
行
い
、
新
施
設
で
の
生
活
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　平成27年度　大洲市人権・同和教育研究大会
　平成27年度大洲市人権・同和教育研究大会が、 2
月1９日㈮に、国立大洲青少年交流の家で開催されま
した。
　市ならびに市教育委員会は、平成2６年10月に、「大
洲市人権・同和教育基本方針」を策定しました。そ
の中で、「同和問題をはじめとする様々な人権問題の
解決を目指す人権・同和教育を推進する」とうたっ
ています。
  この方針に基づいて、午前中は 5 つの分科会にお
いて10本の実践報告がありました。参加者の熱心な
協議がなされ、あらゆる差別解消への意欲を新たに
しました。差別のない社会こそが住みよい地域であ
り、誇りのもてるふるさとです。

　午後は、ノンフィクションライター角
かど

岡
おか

伸
のぶ

彦
ひこ

さんの
講演がありました。講演内容の一部を紹介します。

　「明治 4 年にいわゆる『解放令』が出されてから145
年になりますが、いまだに部落差別は解消されていま
せん。昭和44年に同和対策事業特別措置法が制定され
てから、部落差別は解消に向けて大きく改善されてき
ました。今日では、部落外の人との結婚が多くなって
いますが、インターネットへの悪質な書き込みなども
あり、決して楽観はできません。
　今日はみなさんに、私の地元に伝わる保存食である

「さいぼし（馬の干し肉）」を食べていただきました。
これで、みなさんと私は、さいぼしという食文化を共
有した関係者になりました。差別をなくすには、この
ような関係者づくりを100通りも1,000通りも実践する
ことです。言い換えれば、お互いの関わりが、差別の
ない社会へとつながるのです」
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おおずニュース

大
洲
え
え
モ
ン
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
首
都
圏
商
談
会
を
開
催

　

制
度
創
設
４
年
目
を
迎
え
た
大
洲
え

え
モ
ン
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
平
成
27
年

度
に
16
事
業
者
、39
品
目
が
認
定
さ
れ
、

認
知
度
の
向
上
、
流
通
拡
大
、
地
域
産

業
の
活
性
化
な
ど
を
目
指
し
て
、
認
定

品
を
通
し
て
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や

誘
客
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
首
都
圏
を
中
心
に

営
業
戦
略
を
立
て
、﹁
巣
鴨
地
蔵
通
り

商
店
街
﹂、
高
級
ス
ー
パ
ー
﹁
紀
ノ
國

屋
国
立
店
﹂、﹁
横
浜
髙
島
屋
﹂
な
ど
で

市
場
ニ
ー
ズ
調
査
や
イ
ベ
ン
ト
販
売
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
松
山
市
内
で
は

﹁
県
内
お
披
露
目
会
﹂
を
実
施
す
る
な

ど
、
大
洲
の
え
え
モ
ン
を
売
り
込
ん
で

き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
年
１
月
に
は
、
愛
媛
県
東

京
事
務
所
や
伊
予
銀
行
の
協
力
の
も

と
、
伊
予
銀
行
東
京
支
店
を
会
場
に
、

首
都
圏
で
の
販
路
開
拓
を
目
指
す
認
定

９
事
業
者
が
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
商
品

プ
レ
ゼ
ン
や
試
食
提
供
を
行
い
、
訪
れ

た
バ
イ
ヤ
ー
約
20
社
と
熱
心
に
商
談
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

２
月
に
は
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
を

会
場
と
し
た﹁
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
２
０
１
６
﹂
で
、
大

洲
市
単
独
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。

来
場
し
た
約
９
万
人
の
バ
イ
ヤ
ー
な
ど

に
対
し
て
、
参
加
し
た
７
事
業
者
は
商

品
の
特
長
や
取
引
条
件
な
ど
試
食
を
交

え
て
数
多
く
商
談
し
、
成
約
に
結
び
付

け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
、
大
洲
え
え
モ
ン
セ
レ
ク
シ

ョ
ン
が
、
全
国
の
み
な
さ
ん
に
愛
さ
れ

親
し
ま
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

　大洲産クリをブランド化
　 2 月15日㈪、大洲まるごと栗イズム推進委員会・
ワーキング合同会議ならびに試食披露会が、市役
所で開催されました。
　推進委員会・ワーキング合同会議では、大洲産
のクリを使った商品の首都圏試食販売モニタリン
グ調査結果が報告されました。
　試食披露会では、 2 年前から地元企業が試行錯
誤を繰り返し商品開発に取り組んできた、和・洋
菓子や加工食品など新商品 8 品が紹介されました。
　同委員会では、今後も、四国一のクリの産地で
あることをＰＲするとともに、大洲産クリの知名
度アップに取り組むことにしています。

　愛される地域ブランドへ
　 3 月 4 日㈮、平成25年度から取り組まれてきた

「乾しいたけ食のモデル地域育成事業」の成果報告
会が、リジェール大洲で開催されました。
　主催者あいさつで清水市長は「四国一の生産量
を誇る乾

ほし

シイタケを、ブランドとして育てること
が地域活性化につながる。これからも努力を続け
ることで、地域のシイタケをみなさんと販売して
いきたい」と述べました。その後、事業成果報告
と加工品の試食が行われました。
　一定の基準を満たした肱川流域の原木乾シイタ
ケは「愛媛原木旨

うま

味
み

しい茸
たけ

凛
りん

」ブランドとして、
今後全国に情報発信や販路開拓が進められます。
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おおずニュース

春
の
始
ま
り
は
歌
声
と
と
も
に

　

今
回
で
21
回
目
を
迎
え
る
、
大
洲
ふ

じ
か
げ
コ
ー
ラ
ス
主
催
の
﹁
春
の
コ
ン

サ
ー
ト
～
夢
を
か
た
ち
に
～
﹂
が
、
３

月
５
日
㈯
、
大
洲
市
民
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
大
洲
ふ
じ
か
げ

コ
ー
ラ
ス
の
ほ
か
、
大
洲
高
校
コ
ー
ラ

ス
部
や
ボ
ー
イ
ズ
ふ
じ
か
げ
、
お
お
ず

オ
ー
ル
ド
バ
ン
ド
な
ど
６
組
が
21
曲
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、﹁
ど
こ
か
で
春
が
﹂、﹁
大
洲

市
民
の
歌
～
１
０
０
年
後
僕
ら
は
…
大

洲
よ
り
～
﹂、﹁
さ
よ
う
な
ら
﹂
の
３
曲

を
会
場
の
全
員
で
合
唱
し
、
出
演
者
と

観
客
が
一
体
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

全
国
か
ら
の
選
手
を
応
援
す
る
た
め
に

　

現
在
、
平
成
29
年
度
に
開
催
さ
れ
る

﹁
愛
顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
・
え
ひ
め

大
会
﹂
と
、
今
年
度
開
催
さ
れ
る
﹁
競

技
別
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
﹂
の
会
場
に
設

置
し
、
選
手
や
関
係
者
の
み
な
さ
ん
を

応
援
す
る
応
援
の
ぼ
り
旗
の
作
製
を
し

て
い
ま
す
。

　

大
会
へ
の
市
民
の
関
心
を
高
め
る
た

め
、市
内
の
全
小
中
学
校
に
依
頼
し
て
、

約
３
５
０
枚
の
応
援
の
ぼ
り
旗
を
作
成

す
る
予
定
で
す
。

　

２
月
23
日
㈫
、
大
洲
小
学
校
︵
深
井

修し
ゅ
う

一い
ち

校
長
・
児
童
３
０
２
人
︶
で
６

年
生
児
童
57
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ラ

ス
ト
や
応
援
の
言
葉
を
描
い
て
、
北
海

道
や
宮
城
県
、
栃
木
県
、
愛
媛
県
な
ど

10
枚
の
心
の
こ
も
っ
た
応
援
の
ぼ
り
旗

を
つ
く
り
ま
し
た
。

　わがまちの自慢を30秒のＣＭで紹介　～ふるさとＣＭ大賞えひめ2016審査会～
　今回で11回目を迎える「ふるさとＣＭ大賞えひめ
201６」審査会が、 3 月 ６ 日㈰、松山市総合コミュニ
ティセンターキャメリアホールで開催されました。
　今回は、県内の各自治体から過去最多となる31作
品の応募がありました。どの作品も、自分たちの住
むまちの魅力を伝えようと、30秒にまとめたＣＭを
作成していました。
　大洲市からは、（一社）大洲青年会議所まちづくり
委員会と坂本龍馬脱藩の道保存会の 2 団体から作品
が提出され、大洲の特産品や観光スポット、脱藩の
道の魅力を伝えました。
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おおずニュース

地
域
防
災
力
の
要
と
し
て

～
平
成
28
年
大
洲
市
消
防
出
初
式
～

　

平
成
28
年
大
洲
市
消
防
出
初
式

が
、３
月
６
日
㈰
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
降
雨
予
報
の
た
め
、
大
洲

市
民
会
館
で
の
開
催
と
な
り
、
市
内

各
地
か
ら
１
２
３
１
人
の
消
防
団
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
殉
職
消
防
職
団
員
に

対
す
る
黙
と
う
を
捧
げ
た
後
、
清
水

市
長
が﹁
局
地
的
な
災
害
が
頻
発
し
、

地
域
防
災
力
の
重
要
性
が
増
大
し
て

い
る
な
か
、
消
防
団
員
の
活
動
が
中

核
的
存
在
と
し
て
、
大
き
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
、
地
域
を
あ
げ
て
み
な
さ
ん

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
安
全
で
安
心

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り

組
み
た
い
﹂と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

表
彰
で
は
、
活
動
に
功
績
の
あ
っ

た
団
員
な
ど
に
表
彰
状
や
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
受
章
者
を
代
表

し
て
予
子
林
分
団
三
瀬
良り

ょ
う

治じ

分
団

長
が
﹁
今
回
の
受
章
は
、
支
え
て
く

れ
た
家
族
や
、
消
防
団
活
動
へ
の
理

解
を
い
た
だ
い
た
職
場
の
み
な
さ
ん

の
お
か
げ
で
あ
る
。
本
日
の
感
激
を

深
く
胸
に
刻
み
、
地
域
住
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
と
い
う
、
消
防
使
命

達
成
に
向
け
て
進
ん
で
い
き
た
い
﹂

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
初
式
の
音
楽
演
奏
は
大

洲
北
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
担
当
し
、

式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。
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おおずニュース
　

今
回
の
出
初
式
で
、
表
彰
さ
れ
た
み

な
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︵
敬
称
略
・
一
部
省
略
︶

  

消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章
（
５
人
）

本
部
副
団
長　
　
　
　
　

上
満　

啓ひ
ろ

司し

本
部
副
団
長　
　
　
　
　

万
願
寺
直な

お

記き

柳
沢
分
団　

分
団
長 
増
岡　
　

学ま
な
ぶ

粟
津
分
団　

分
団
長 
菊菊芳
我
亀き

よ

し
代
士

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合 

消
防
監 

大
野　

博ひ
ろ
ふ
み史

  

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章
（
１
人
）

本
部
副
団
長 

矢
野　

正ま
さ
か
ず祥

精
績
章
（
４
人
）

肱
南
分
団　

分
団
長 

福
岡　
　

昇の
ぼ
る

平
野
分
団　

分
団
長 

宮
﨑　

宗む
ね
の
ぶ延

新
谷
分
団　

分
団
長 

松
田　
　

忠た
だ
し

大
和
分
団　

分
団
長 

日
野　

修し
ゅ
う

次じ

勤
続
章
（
11
人
）

新
谷
分
団　

分
団
長 

松
田　
　

忠た
だ
し

上
須
戒
分
団
分
団
長 

古
宅　

守も
り

男お

南
久
米
分
団
団
員 

上
野　
　

功い
さ
お

大
川
分
団　

団
員 

川
内　

律り
つ

男お

上
須
戒
分
団
団
員 

八
幡　

力り
き
と
も大

上
須
戒
分
団
団
員 

上
田　
　

茂し
げ
る

長
浜
分
団　

部
長 

石
田　

満み
つ
よ
し義

白
滝
分
団　

班
長 

山
本　

章し
ょ
う

一い
ち

岩
谷
分
団　

団
員 

和
氣　
　

敏さ
と
し

河
辺
分
団　

副
分
団
長 

徃
見　

康や
す
の
り範

河
辺
分
団　

団
員 

酒
井　
　

勇い
さ
む

  

愛
媛
県
知
事
表
彰

功
労
章
（
11
人
）

平
野
分
団　

副
分
団
長 

松
本　

喜き

吉よ
し

菅
田
分
団　

副
分
団
長 

西
岡　

裕ひ
ろ
か
ず一

大
川
分
団　

副
分
団
長 

山
下　

富と
み
し
げ茂

粟
津
分
団　

副
分
団
長 

楠
野　

明あ
き

男お

長
浜
分
団　

副
分
団
長 

淺
井
三み

つ

お
月
生

櫛
生
分
団　

副
分
団
長 

城
戸　

晴は
る

輝き

白
滝
分
団　

副
分
団
長 

岡
崎　

浩ひ
ろ
ゆ
き幸

予
子
林
分
団
分
団
長 

三
瀬　

良り
ょ
う

治じ

女
性
分
団　

副
分
団
長 

國
井　

幸さ
ち

惠え

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合

消
防
司
令 

宮
野　

雅ま
さ
か
ず一

消
防
司
令 

二
宮　
　

功い
さ
お

  

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章
（
６
人
）

本
部
副
団
長 

和
左
田
壽す

栄え

重し
げ

菅
田
分
団　

分
団
長 
岩
井　

輝て
る
み
つ満

三
善
分
団　

分
団
長 
瀧
本　

良よ
し

一か
ず

上
須
戒
分
団
分
団
長 
古
宅　

守も
り

男お

櫛
生
分
団　

分
団
長 

松
田　

裕ひ
ろ
ゆ
き之

中
央
分
団　

分
団
長 

沖
野　

晃こ
う

己き

勤
続
章
（
2０
年
以
上　

６
人
）

新
谷
分
団　

団
員 

林　
　
　

大ま
さ
る

白
滝
分
団　

団
員 

二
宮　

増ま
す

男お

白
滝
分
団　

団
員 

山
田　

基も
と
か
ず一

中
央
分
団　

団
員 

松
本　

昌し
ょ
う

悟ご

大
谷
分
団　

団
員 

浜
田　

純じ
ゅ
ん

司じ

大
谷
分
団　

団
員 

宮
﨑　

正ま
さ
の
り規

勤
続
章
（
15
年
以
上　

18
人
）

肱
南
分
団　

団
員 

二
宮　

義よ
し
ひ
ろ広

肱
北
分
団　

班
長 

井
上　

俊と
し
ひ
ろ洋

平
野
分
団　

団
員 

中
野　
　

将ま
さ
る

南
久
米
分
団
団
員 

平
田　
　

聡さ
と
し
 

菅
田
分
団　

団
員 

松
本　

義よ
し

男お

大
川
分
団　

部
長 

新
家　

栄え
い

次じ

柳
沢
分
団　

班
長 

宮
岡　

寛ひ
ろ

樹き

三
善
分
団　

部
長 

池
田　

雄ゆ
う
い
ち一

粟
津
分
団　

部
長 

都
築　

孝た
か
と
し壽

上
須
戒
分
団
班
長 

二
宮　
　

強つ
よ
し

長
浜
分
団　

団
員 

武
田　

直な
お

人と

櫛
生
分
団　

団
員 

石
内　

勝か
つ

也や

出
海
分
団　

団
員 

後
藤
慎し

ん

太た

郎ろ
う

大
和
分
団　

班
長 

菊
地　

信し
ん

吾ご

白
滝
分
団　

団
員 

石
山　
　

徹と
お
る

中
央
分
団　

団
員 

二ふ
た

村む
ら　

正ま
さ
と
し敏

大
谷
分
団　

団
員 

三
浦　

秀ひ
で
の
り典

予
子
林
分
団
団
員 

渡
邊　
　

忍し
の
ぶ

勤
続
章

（
1０
年
以
上
～
15
年
未
満
29
人
）

肱
南
分
団　

班
長 

梅
林　
　

努つ
と
む

肱
南
分
団　

団
員 

河
野　

洋よ
う
す
け介

肱
北
分
団　

団
員 

中
岡　

達た
つ

哉や

肱
北
分
団　

班
長 

大
野　

元も
と

生き

肱
北
分
団　

班
長 

山
田　

昌ま
さ
の
り範

平
野
分
団　

団
員 

矢
野　

光み
つ
は
る治

南
久
米
分
団
団
員 

上
甲　

眞ま
さ

人と

菅
田
分
団　

団
員 

冨
永　

周し
ゅ
う

治じ

菅
田
分
団　

団
員 

中
野　

洋よ
う
へ
い平

大
川
分
団　

班
長 

谷
井　

克か
つ
よ
し吉

大
川
分
団　

班
長 

増
本　

幸ゆ
き

男お

柳
沢
分
団　

団
員 

山
﨑　

秀ひ
で
の
り宣

新
谷
分
団　

班
長 

作
森　

謙け
ん

二じ

新
谷
分
団　

部
長 

竹
田　

達た
つ

也や

三
善
分
団　

団
員 

大
隅　

亮り
ょ
う

平へ
い

粟
津
分
団　

団
員 

中な
か

家や　

久ひ
さ
ゆ
き幸

上
須
戒
分
団
団
員 

檜
田　

健け
ん
い
ち一

長
浜
分
団　

班
長 
岡　
　
　

豊ゆ
た
か

長
浜
分
団　

班
長 
中
川　

武た
け
の
り徳

喜
多
灘
分
団
団
員 
山
根　

久ひ
さ

雄お

櫛
生
分
団　

班
長 

田
中　

幸ゆ
き
ひ
ろ浩

大
和
分
団　

団
員 

藤
田　

豊と
よ
ひ
さ久

白
滝
分
団　

団
員 

谷
淵　

秀ひ
で
の
り典

中
央
分
団　

団
員 

沖
野　

恵け
い
ぞ
う三

正
山
分
団　

班
長 

安
川　

知と
も
の
り則

大
谷
分
団　

団
員 

髙
尾　

祐ゆ
う

治じ

岩
谷
分
団　

団
員 

二
宮　

悟さ
と
み
つ光

河
辺
分
団　

部
長 

岡
﨑　
　

菊菊茂し
げ
る

河
辺
分
団　

班
長 

森　
　

雅ま
さ
ゆ
き行

規
律
章
（
勤
続
1０
年
未
満
３
人
）

菅
田
分
団　

団
員 

井
上　
　

聡さ
と
し

三
善
分
団　

団
員 

矢
野　

秀ひ
で
あ
き明

出
海
分
団　

班
長 

山
口　

祐ゆ
う

喜き

家
族
内
助
の
功
労
章
（
１
人
）

本
部
副
団
長 

渡
部　

和か
ず
ひ
さ久

　
　
　
　
　
　
　

夫
人　

渡
部
美み

え

こ
恵
子

優
良
団
体
表
彰
（
２
団
体
）

肱
川
中
央
地
区
自
主
防
災
組
織 

会
長 

白
尾　

公き
み

男お

沖
浦
地
区
自
主
防
災
組
織 

会
長 

浪
本　

忠た
だ
の
り則

親
子
消
防
団
員
（
２
組
）

本
部
団
長 

中
川　

一い
ち

夫お︵
親
︶

大
川
分
団　

団
員 

中
川　

太ふ
と

志し︵
子
︶

河
辺
分
団　

班
長 

露
内　

久ひ
さ

志し︵
親
︶

河
辺
分
団　

団
員 

露
内　

大だ
い
す
け介︵

子
︶

  

大
洲
市
長
表
彰
（
55
人
）

  

大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

規
律
章
（
2０
人
）

勤
続
章
（
49
人
）

  

大
洲
市
消
防
団
長
表
彰
（
35
人
） 
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